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結核症と尿係数

第5報物質代謝機能測定法としての尿係数法，

特に新法 OjKs法に関する批判的研究

岩田教栄

(北海道大学医学部生化学教室主任安回守雄教授〕

(北海道大学結核研究所化学部指導西風停助教授〉

(昭和 33年 1月 16日受付〉

本研究の目的とするところは上記尿係数に関し結核

症をその研究の対象とし批判的研究を行うところにある

が，尿係数のーっとしての O/Kは昭和 24年一種の酸

化係数なる名の下に発表され，その適用の範囲を所謂狭

義の疲労水のそれにおいたが，今日に於てはその適用の

範囲も拡がり，スポーツ疲労，産業疲労の如き生理的範

囲のものにとどまらず，過労，疾病，死亡直前の生体を

も含む広義の疲労， NPちあらゆる環境下の生体〔人間)
の物質代謝機能 (vitality)の度を把握する方法の確立が

その研究の対象とするようになり，その研究の範囲も極

めて広いものとなってきた。

既に本研究の一環として斎藤口は産業疲労をその研

究の対象とし，野崎2)は胸部外科領域に適用，尿係数に

批判検討を加えてきたが，余はこの数年来それを広く結

核症をその研究の対象とし，これに有機的な批判的観察

を力口えてきた。

ここにその結果を報告する。

研究条件並びに研究方法

1. 被検対象並びに採尿条件

被検対象は北大病院山田内科並びに国立札幌療養所

に入院せる延 172名(即ち軽症 33名，中等症 48名，

重症 61名及び胸廓成形術後患者 30名)とし，主とし

て男子患者を対象とし，尿は午前10時より翌午前 10時

にいたる全日尿を採集それを分析に供した。

この場合術後患者に於げる術後の補液条件は，輸血

量は出血量のみ，補J夜はリンゲルを主体とし手術直後

1，500 cc，第1日1，000cc，第2日500ccとし，グルコ

ーゼ (20~;;)輸液は術直後 150cc，第1日 100cc，第2

日 100ccであった。

尚上記研究の対照として正常強健男子 (30歳前後〉

34 名選出，快適気候下 (9~10 月)に於てそれに規則的

な生活をいとなませ尿採集は午後 10時より翌午前 7時

までの所謂早朝空腹時尿をもってした。

2. 測定項目

a) 尿 Vakat-Oの測定

尿中の不完全酸化物を濃硫酸々性の下にクローム障

を酸化斉Ijとし酸化し，それに要する酸素量 (mgper 

hour)をいう。

原理:尿に飽和硫酸銀を加え，予め塩素イオンを塩

化銀として沈澱せしめ，濃硫酸々性の下に銀イオンを触

媒として，クローム酸にて酸化し，消費したクローム酸

より酸素消費量を求める。

試薬 1) 飽和硫酸銀液a一一着色瓶に硝酸銀 30，--，

50 gをとり蒸溜水にて溶し，硫酸を加え硫酸銀を沈澱さ

せ，上?青を除き，溜水にて再三洗し、後水j留を加え飽和液

を調製する。使用に際しては上澄を用し、る。 2) 酸化剤

一一ーそれぞれ 20gの硝酸銀， 重クローム酸カリを別々

の内容 500ccの三角コルペンに少量の蒸溜水で室温に

て溶し，両者を混合，クローム酸銀を析出させ，上清を

すて溜水を加え反復洗燃する。次に粉にした重クローム

酸カリ 30gを加え，IIの濃硫酸に溶す。この際溶けな

* 拐Z労に関する研究はそれを筋肉生理学にその端をはっし，疾病の予防のための疲労の対敢に労働疲労，スポ
ーツ疲労の研究が行われている関係上，疲労なる言葉の解釈もその範囲のものとなり，疲労なるものを疾病

より切り離して取扱ヲてν、る。

しかし H.Selyeの Stress説によるまでもなく，疲労測定法確立をその研究の対象とするものにとって

はそれは望室しいものと云えず，かかる疲労，疾病の共通せるところを細胞機能D低下， vitalityの低下に

おき，疲労なるものを死亡直前の主主体までおしひろげて考察する必要がある九
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い残澄は他のコルベンに移し約 SOccの溜水を加え撹?半

後，濃硫酸を加えて溶す。もし米だ溶けない残澄があれ

ば同操作を繰返す。しかる後使用した全硫酸を加え十分

に混和貯える。 3) N/lOチオ硫酸ソーダ一一一約 125g 

のチオ硫酸ソーダを S1の蒸溜水に溶し 10日以上時

々僚持して放置後使用する。

N/lOチオ硫酸ソーダの Titerの定め方ー-純沃度

酸カリ 3，567gを正確に計り，1lメスコルベンに入れ

蒸溜水を割線迄加える。着色瓶にq'j'える。内容 100cc 

の三角コルベンに本液 20，00ccをとり， 希硫酸及沃度

カリ液を加え，発生した沃度をピュレットより N/10チ

オ硫酸ソーダで滴定する。遊離沃度が少くなった頃に

1F6 可溶性澱粉液 2~3 cc加え完全にII宙定する。 Titer
20 
はーとなる。
x 
測定方法・硬質磨合試験管 (2X 20)に原尿1.00 cc， 

飽和硫酸銀 5cc，酸化芥Ij10，00 ccを加え，金網を童文い

て底をあげた沸騰せる水浴中にて 1時間酸化し，放冷後

約6倍の蒸溜水にて内容 300ccの三角コルベンに定量

的に移し，冷却後沃度カリ液を加えて， N/lOチオ硫酸

ソーダにて滴定，遊離沃度の色が大部分消えた頃 1~~ i殿

粉液を加え完全に滴定する。

〔計算式〕

イ) K2Cr207+ 4H2SO.→K2SO.十Cr2(S04)a+70 

ロ) K2Cr20，十7H2S04+ 6KJ→ 4K2S04 

+ Cr2(SO.)s十 7H20+ 6J 

ハ) 2J + 2N a2S203→ 2N aJ + N a2S.06 

C計算方式〕

1時間尿量
Vakat-O = Cb-a) X 0，8 X T X ..:." 

u 

註 a' ，. . bιを酸化した時の N/lOチオ硫酸ソーダ使
刀Jcc b. .・以の代りに蒸溜水を同量月11.-、，同操

作を行ワたときの N/lOチオ硫酸ソーダ使月1cc 

T'" .N/l0チオ硫酸ソーダ液の Titer U"" 測

定に使月Jした以量

b) 尿沃度酸値測定*

尿i支度酸怖くK)は Vakat-Oと異り，濃硫酸々性

で強く酸化することなく，希硫酸々性の下で沃度酸にて

二重水浴中で緩徐に酸化し，それに要した沃度酸の量よ

り求めた酸素消費量 (mgper hour)を云う o

原理:尿中に排出される不完全酸化物を希硫酸々性

の下に沃度酸にて酸化し，チオ硫酸ソーダにて滴定消費

せる沃度酸の量より酸素消費量を求める。

測定方法 1) 総沃度酸値(K)の測定目， .Yakat-

O の測定に使用した同尿 2，00cc， 0， 13 ~;;沃度酸カリ

波 10，00cc， 1. S 5';;硫酸 (V5''::)を順次に太型硬質試験

管 (3.Sx15)に入れ，二重水浴にてぬ分丁度酸化，放

冷後沃度カリ液を加え，遊離せる沃度を N/50チオ硫酸

ソーダ液にて滴定，遊離沃度の色が極めて薄くなったら

澱粉溶液を加え完全に消定する。

2) 放置沃度酸偵 (K，)の測定ー・同尿，同試薬を

同様に試験管に入れるが水浴で酸化することなく，室温

12~24 時間放置酸化する。 しかる後同様な操作で滴定

する。

〔計算式〕

イ) 2KJ03十 H2SO.→ K2SO.十 H20→SO十 J2

ロ) KJOa+3H2SO.+SKJ→3J2十3K2SO.+ 3H20 

ハ) 2J + 2N a2S203→ 2N aJ + N a2S.Os 

C計算方式〕

尿総沃度酸値 (K)= (b-a) X 0，667 

1.~ ，， 1 時間尿量
X-X'l'X一一 一一
コ U

尿放置沃度酸1~{ (K，)二 (b'-a') X 0，667 

X~XTX! 時間尿量xTx 一一一一
S u 

煮沸沃度酸値 CK2)= K-K， Iこて求める。
註 a， a人・ 尿をもって，上記操作を行った時の N/
SOチオ硫酸ソ{ダ;夜使Jllcc b， b'. . . . [，Jtの代り

に蒸潟水を使用し，同操作を行った時の N/SOチオ

硫酸ソーダ液 cc T'" .N/SOチオ硫酸ソーダ液

の Titer

c) 燐タングンテン酸沃度酸値測定法

尿を燐タングステン酸 (PWと略)にて処理し，総

[た度f直 (K)を PW沈?査割分 G~意性有機劃分沃度酸11立­

Ka)と同i慮別割分(酸性有機割分沃度酸値:Kpa)に分

げ，同様に測定する。

測定方法:内容 100ccの三角コルベンに硫酸々性

3F4燐タングステン酸液〔硫酸・1.8Y~の 20.00cc と

り，尿 5.00ccを加えて混合， 1時問半乃至2時間放置

後;鴻麿

度酸カリj液夜 1刊0.0∞Ocωcを加え，二重水浴にて 30分了度酸
化，放冷後!夫度酸値測定の場合と同様の操作を加えれ育定

する。

ネ 総沃度酸値 (K)に反応するものとして adrenalinの如き phenol体， polypeptide， purine， pyrimidine-

体， Creatinineある障の尿色素，その他未知の重要なる尿生機物質 (X物質)集団があげられるが，この場

合 K2法により反応するものは purine一， pyrimidine体， Creatinine並びに上述の xなる尿生機物質集
団であり K3法に反応するものはある魯の奴色素，並びにその押なる重要尿生機物質集団となる。



(計算方式〕

時間尿量
Kpa = (b-a) X 0.667 XτXTxー←一一一一

コ u

K3 == K-Kpa 

fli a'" 'TKをもワて上記操位をrrヲた時の N/50チ
オ硫酸ソーダ使用 cc b ・・・以の代りに燐タング

ステン酸 2cc，沃度酸カり波 10.00cc，1.5μ 硫酸

10 ccを同大型試験管に入れ， 同操作で消定した

N/50チオ硫酸ソーダ使用 cc T... .N/50チオ

硫酸ソーダ液の Tier

d) 尿クロールの測定

Mohorの方法に従い測定し，それを 1時間値 (mg

per hour)あるいは単位量値 (mgper 100 cc)にて表

示した。

e) 尿燐酸値の測定

尿クロールと同様その 1時間値 (ccper hour)あ

るいは単位量伯 (ccper 100 cc)にて表示した。

測定方法:内容 200ccの三角コルベンに脱色法過

尿(獣炭末で処理〕を正確に 10.00ccどり， 蒸溜水に

て約 10倍にうすめ， B， P指示薬 fアルコールフェノ

ーノレフタレイン 2;!b， BTB 0.01;!bの割に溶す〉を加

えて定規アルカリで滴定 pH8.8とする。しかる後 20

%，塩化カルシウム液 (B.P指示薬にて定規アルカリで

pH 8.8に補正〉約 10ccを加え， N/20苛性ソーダで

j商定する (acc)。

2B2HP04十 3CaCb→ 2HCI+ Ca3(P04)2ト4BCI

〔計算方式〕

1時間尿量
尿 1時間燐酸値二 ax50x T x← 

100 

(~~^ NaOH ccに換算)
100 

尿 100cc燐酸値二 aX 50 x T 

C~^ NaOH ccに換算)
100 

但し T は N/20NaOHの Titer

f) PH1 PH2の測定

PH1は原尿の PHであり， PH2はその尿lこ中性ホ

ルマリン(5倍希釈局方ホルマリンを希苛性ソーダで，

BTBi夜により中性にする)を加え， 5分以上放置後測定

された PHをし、う。

註 lil'-にホノレマリンを加えた場合liJ，中のアミノ酸，

polypeptide，アンモニア(大部分をしめる)が次の

如き反応を示し，ここに以水素イオン濃度がたかま

る。
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R-CH-COOH /H R-CH-COOH 
+0 =C: +H20 

NH2 ¥H N=CH2 

PH2は主に尿中燐酸濃度に大きく影響され，燐酸

が回定塩基に比し多く排出されるならば低値をしめ

し，それに北し少く排出されるならば高値をしめす

こととなる。

実験成績

図 1は結核症 329例(軽症 33例，中等症 108例，

重症 188例)を対象とし，総沃度酸値 (K)と Vakat-O

(0)とを同時に測定し，その両者の相関に於て処理した

ものであり(1)はその原図であり (2)はこれを症例別

に overlappingmean法により統計的に処理したもの

である。即ち各 meshの点にそれを囲む8個の mesh

中の点を加え，その総和の平均を求め，それより全数に

対する μ を計算し，等頻度曲線を各症例別に求められ

る。尚参考のために本図に正常人労働時尿 (98例〉を掲

げた。

Vakat-Oより本図を観察するにその 5%等頻度の

組問に於ては正常人労働時尿は 400~650mg ( 1時間当

り量，以下同じ)， 結核症に於ては軽症・ 450~550mg， 

中等症 350~580mgとなり， 更らに 10;!bの範囲に

於ては正常人労働時尿 450~500 mg，中等症 400~

480mg，重症:300~500mg となり，正前人陸眠時尿に

於ては 300~400 mgとなり， Vakat-Oの各症例聞に有

意の差少なく，寧ろその平均に於て結核症の進行と共に

減少の傾向をしめすをみる。

註 Vakat-O はliJ'中の不完全酸化物の量を表示する
故，理論的には生体が負荷の状態になフた場合上昇

すべきものであるが，図の如く下降をしめした。

次に同図を K よりみるにそれを 5~b の範囲に於て

正常人労働時尿は 21~35 mg，軽症・ 22~27mg，中等

症:15~27mg となり，更に 10 ;!bの範囲に於ては正

常人労働時尿 27~30mg，軽症:24~25 mg，中等症:

19~22 mg，重症:11~22mg ， 正常人睡眠時尿・ 20~

30mgとなり，正常人，結核症聞に有意の差が窺われ，

その結核症に於て低値を示し，重症に於て特に低値を示

すのが窺われる。

従ってここに両値の比 O/Kよりみれば結核症に於

て高値をしめす結果となる。

図 2は結核症を 297例(中等症 128例，重症 169

例〕を対象として O/Kと同時に尿量を測定しその両者

の相関に於てそれを処理し， (1)はその原図であり (2)

はそれを症例別に於て上述の方法に従い overlapping



図1-1正常人並びに肺結核，患者尿を対象とせる Vakat--{)値と K 値の相関
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図 H 肺結核患者尿を対象とせる O/K伎と収量 (cc/hour)の相関
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mean 法により統計的に処理したもの

である。尚対照として正常人睡眠時尿

の分析結果(30歳前後の正常男子を対

象として栄養並びに共他の環境に充分

注意をはらい，規則正しい生活をした

時の朝第1尿，・印:38例〉をあげた。

図にみる如く O/K，尿量の相関

が認められないが，尿量よりみるにO.

8 ~b の範囲に於て両結核症例聞に差を

認められず且つ正常人との聞に於ても

その有意の差が認めなかった。それを

O/Kよりするに 0.8μ 並びに 12.4

%の範囲に於て両結核症例聞に有意

の差が認めがたし、が，同結核症と対照

としての正常人睡眠時尿聞に有意の差

がみとめられ，正常人に於ては 12.5

士1.4のものとなり，結核症に於ては

約 25.0をていした。

図 3は上述と同様結核症 292例

(中等症 127例，重症 165例)を対象

として O/Kと尿 Cl(1時間当りmg)

との相関に於て処理したものであるが

上述(図2)と略同様な結果をていし

fこ。

図4は前述と同様，結核症 303伊j

(中等症 135例，重症 168例)を対象

として O/Kと尿 Cl濃度の相関に於

て処理したものであり図5は同じく結

核症 254例〔中等症 126例，重症 128

例)を対象として O/Kと尿燐酸(1

時間当り)，図6は結核症 268例(中

等症 132例，重症 136例を対象として

O/Kと尿燐酸濃度との相関に於て，

それぞれ統計処理をほどこしたもので

あるが，それ等の結果，前 f図 2，3) 

と略同様な結果をしめした。

次に O/Kに第1回の改良が加え

られたO/K2の結核症に就てみれば図

7"-'13の如くなるが，上述の総沃度酸

(K)値を西風は2つの劃分，即ち第 1

沃度酸値 (K1::放置沃度酸値〕と第2

沃度酸値 (K2:煮沸沃度酸値)の 2分

割に分け，総括に述べるが如き目的の

下に研究を行っているが，野崎，中山引

は結核症を対象とし，上記第1沃度酸



図 3-1 肺結核患者尿を対象とせる u/K値と Cl排出量

(mg/hour)の相関
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図 5-1 肺結核患者旅を対象とせる u/K値と奴燐酸値

Ccc/hour)の相関
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図 6-1 肺結核患者奴を対象とせる O/K値と尿燐酸値 (cc/dl)の相関
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図 7-1 IE常人以並びに肺結核患者以を対象とせる O/K2~直と O/K 値の相関

" 
110 
E 

. (・=・・) 正常人隠眼目寿lK
A{ A=" "j 

。(0言。 0) 中産肺結核患右尿
拠 (x=混翼j 重症

3・

!;ol 。

。
80ι 温 腿虜

.0 x 

-電 。.慮。
x 

10 。縫.. .。試。)(0
メ

• 0 0 .)(0  " 

鍵。.X " 

n
U
 

F
O
 
D
一九

。" " 
。)( .嶋

衝 ‘ x~ )(0 .X 。
• x. XO ・。 。
。. " 

50 
‘X .x oxo.oxo.o" • 0 。喝
。" 0縫。xo‘。 x

.‘-勾縫。.XOXO){O • • • . 
‘'OXO 0_0 ・"

40 

" 0 0 x。マ乍史fへ一 。首位。みぶ。。。0.0薦。叫 cQ.X 0 

。"Oy 02~:.EXð. )( d'o旦oP
・0
0
~~x_ .A. 0 0 。

。o a_o~o守番SF a 
~A.6.6A 
o 00 

.0 _ ..6・

企

30 
.. .0 

。• -・..・
之of---
ゐ.

. . 10 . . 
10 15 20 25 30 3S 40 。/K

.. 
)c 



図 7-2 正常人尿並びに肺結核患者以を対象とせる

0/K2伎と O/K依o相関

正般人謄虚鴫原

中庖 肺結桂患者尿
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O/K 

値 (K，)と第2沃度酸値 (K2) との消長につし、て報告し

てし、るが，後者が結核の進行と共に減少するを確めてい

るが，余はその第2沃度酸値 (K2) と Vakat-O(0)と

のよヒ， 0/K2 と結核症との関係について観察してみた。

図7は結核症 339例(軽症 32例，中等症 133例，

重症 174例〕を対象として同一サンプルにつき O/Kと

0/K2の相関に於て前述と同様処理したものであるが，

(1)はその原図であり(めはそれをその統計的に処理

したものである。図を O/Kよりみるに overlapping

mean法よりする 0.6~;;の正常最高値をすき、る即ち A

線よりも上まわる結核症の占める面積はそれ以下の占め

る面積の比に於て 0.6~;;の軽症は 1 : 1，し、し、かえれば

その面積の半数が正常値範囲に入り， 0.8μ の中等症で

は 1:2， 0.8~;; の重症では 1 : 3となる。 0/K2よりみ

るに 0.6%の正常最高値をすぎる即ち B線よりも上ま

わる 0.6~;;の軽症の面積は 1 : 2であるが， 0.8~;; の

中等症及重症に於てはそれ以下の面積の4倍(中等症)，

7倍(重症〕を示し， 図8は胸廓成形手術後患者尿 71

例，正常人睡眠時尿(図7)を対象として? 前図同様

67 

O/Kと0/K2の相関に於て処理したものであるが，こ

の場合参考までに前図より重症例を転用した。 O/Kよ

りみるに oveolappingmean法による 0.6~;;の正常最

高債をすぎる 0.8μ の胸廓成形手術に於ける面積はそ

れ以下の面積の 20倍以上になるが， 0/1むよりみるに

手術に於げる面積は殆んど正常値に入るものなくすべて

が正常最高偵を上まわっている。即ち 0/K2法の O/K

法に比し症例分離能よく代謝機能 (Vitality)測定法と

してよりすぐれているものと考えられる。図 9~13 は

それぞれ結核症 334例(軽症 35例，中等症 128例，

重症 171例及び趨重症の 1症例 22例)，結核症 322例

1軽症 34例，中等症 127例，重症 161例及超重症の

症例 22例)，結核症 332例(軽症 34例，中等症 134

13'u， 重症 164例及び超重症の 1症例 22例)， 結核症

286例(軽症 34i荷u，中等症 126例，重症 126例及び
超重症の 1症例 22例)，結核症 299例(軽症 34例，

中等症 132例，重症 133例及び超重症の 1症例 20例〕

を対象とし，その対照に正常人約 40例を選出，それぞ

れ 0/K2債と尿量， 尿中 CI値並びにその濃度，尿燐

酸値並びにその濃度との相関に於て，上述と同様にそれ

等を統計的に処理したものであるが， 0/K2債は上記尿

生機物質(尿量その他)と直接の相関をしめさず，結核

症に於て正常人に北し高値をしめすをみる。但し重症の

1症例 (x印)と軽症(ム印〉についてみるに 0/K2は

他の尿生機物質に対し負の相関をしめすも全体としては

図の如くそれ等に直接の相関をしめさず 0/K2法の下

記代謝機能測定法としての性格を有するをみる。

0/K2 i去に関しては以上の如き結果を得たが，次に

余は第3沃度酸値 (K3・溶性有機劃分沃度酸値〉につい

て結核症を対象として研究を行い，斎藤(辰)0，野崎2)

jヒ村6) 竹内日のそれぞれ産業疲労，外科的侵襲を対象

とせる 0/K3に関する批判的研究の一環として余も 0/

L を結核症に適用次の結果を得た。 K3値は総沃度酸f直

(K)の一分劃イ直であり，尿を燐タングステン酸で処理，

それにより沈澱する劃分についての沃度酸値をいうが，

西風3)は最近本値をさらに 2劃分に分け，その中の第4

沃度酸イ直 (K.)劃分中に生理的に重要なる未知の物質の

存在するをみとめているが，余は先づ図 14~16 にみる

如く結核症を対象とし， K311直と尿量，尿中クロール値

の相関より研究をすすめてみた。図 14は結核症 165例

〔軽~重症)を対象として Ksと尿量とを同時に測定し

その両者の相関に於いて処理したものであるが，この場

合その対照として正常人睡眠時尿 (46例〕の同値を等頻

度曲線(・・・・線〉に表示した。図にみる如く K2と尿量

に直接の相関が認めがたく，尿量よりみるに結核症，正
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図 8 正常人尿，肺結核患者旅並びに胸成手術後患者尿を対象とせる

0/K2値と O/K~直の相関
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常人共 20"'60cc hour (1時間値〉にあり間集団に何

等の有意の差が認め難く K3値よりする場合結核症に

於てその外廓 (0.8~b) 20即ち正常人の範囲となり，そ

の最低は極限(零)値まで下降又その重心値 (13.4~b 

範囲)は約 7"'4の間となり K3のE常値は 16.0::!: 

2.36を逢に下廻り，両集団に有意の差が認められ結核

症に於て低値を示している。

図 15は結核症 129例(軽~重症)を対象としK3

とCl排出量 (mgper hour)について上述と同様に統

計的に処理したものであるが，図にみる如く，正常人を

含め全体として K3，Cl両値に何等の相関を見出し難

く， Cl値より正常，結核両者を比較してみるに両者に

有意の差を認めがたく，一方 K3値よりすれば前述(図

14)と同様有意の差がみとめられ，結核症の外廓の最高

は正常人の範囲に入りその最低は極限0まで達し，その

重心 (14.2~.のは約 3"'7 の間にあり，両群に有意の

差が認められ結核症に於てあきらかに低値を示すを認め

る。

設 図 15に於て結核症にてコいてのみ K3，Cl両者の

相関をみるに明に正の相関を呈するをみるが，とれ

は結核の進行と共に食餌摂取が減少しその結果とし

て尿中 Cl排出が減少し， ここに結核症の進行，
vitalityの減少と共に下降をしめす K3とたまたま
Eの相関をしめしたものと考えられる。

図 16は結核症 140例を対象として K3と尿中 Cl

濃度の相関をしめすものであるが，前述(図 14)のそ

れと略同様な結果をていし，両者に直接の相関を見出し

難く， Cl値よりみた場合正常， 結核両群聞に有意の差

を見出し難く K3よりした場合，両者にあきらかな相

関が見出され，結核症に於て明な低値をしめした。

図 17は結核症例 151を対象とし， Vakat-O (0) 

と尿量との相関に於て，図 18は同じく Vakat-OとCl

排出量の相関に於て，それぞれ統計的に処理したもので

あるが，それ等の図にみる如くそれぞれ Vakat-O，尿

量問， Vakat-o， Cl排出量聞に正の相闘が見出された。

しかるに図 19にみる如く Vakat-Oと尿中クロール濃

度聞には K3(図 16)と同様両者に何等の相関を見出し

得なかった。



肺結核患者以を対象とせる U/K2値と

尿量 (cc/hour)の相関

図ト2肺結核患者尿を対象とせる U/K2値と

収量 (cc/hour)の相関
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図 10-1 肺結核患者保を対象とせる U/K2値と

Cl排出量 (mg/hour)の相関
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図 11--1 肺結核患者尿を対象とせる O/K2値と尿中 Cl濃度 (mg/dJ)の相関
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図 14 正常人以並びに肺結核患者尿を対象とせる

Ka 1i直とuR量 (cc/hour)の相関
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K3値と尿中 Cl濃度 (mg/dI)の相関
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図 17 正常人以並びに肺結核患者旅を対象とせる
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図 18 IE常人以並びに肺結核患者奴を対象とせる

Vakat~O と Cl i非開量 (mg/hour)の相関
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次に上記の如き相関をしめした K3と Vakat-Oと める面積 (0.8μ 線〉はそれ以下の結核症のしめる面積

の北 O/K3について，結核症を対象とし，さらに尿量， と略同僚であるに反し， O/K3側よりすれば結核症の正

尿クロール， 尿 PHとの相関について観察しみるにそ 常人最高値 44(B 線)を上廻る面積はそれ以下の面積

の結果は次の如くであり，図 20は結核症 143例(軽~ の4倍となり， O/K3に於ける結核症の外廓の分離が

重症)を対象した O/K3の尿量との相関，図 71は同結 O/Kのそれに上として大なるをみる。

核症 108例を対象とした O/K3と Cl排出量との相関， 図 26 は胸廓成形手術(1~2 日) 53例を対象とし

図 22は同結核症 112例を対象とした O/K3の Cll農 同様に O/Kと O/K3の相関に於て処理したものであ

度との相関を示したものであるが，それ等の図の如く るが，本図からも前述(図 25)と同様な事がみとめら

O/K3は尿量その他と直接の相関を見出し難く， O/K3 れる。

の結核症に於て正常人に北し高値をしめしている。 次に O/K3法と O/Ke法との比較であるが，図 27

次に O/K3と尿 pHとの相闘をみるに図 23，24 は結核症 179例を対象として，それに O/KeとO/K，

の如くなるが，図 23は結核症 69例(軽~重症)，成形 の相関に於て処理したものであり，図 28は胸廓成形子

手術 14例(術後 48時間以内〕並びに重症癌症 36例 術(1~2 日) 52例を対象とし O/K3と O/K3の相関

く胃癌，胃癌兼肝癌〕を対象として， O/K3と PH10¥'1 

の如く尿について測定された pHをいう〕の相関に於て

処理したものであるが， O/K3， PH1両者に何等の相模[

を認めず，正常人の PH は 4.8~6.6 の聞に分散し，

図 20 正常人以並びに肺結核患者尿を対象とせる

3 症例を含む病的尿は 5.0~7.5の聞に分散し，多少病

的尿に於て全体として渡性の方向にあるも両者に有意の

差なく， O/K，よりみるに病的尿は最低 25より最高250

に達し，その聞に癌症に於て高値を示し術後，結核症の

順となり，正常人との聞に大きな差が認められる。

図 24は結核症 70例(軽~重症)，成形手術 20例

200 

並びに重症癌症 45例を対象として O/K3と尿 PH2(尿 1花

に中性ホルマリンを加え測定された PHをさす〉を同時

に測定し両者の相関に於て整理した原点並びに等頻度lHJ

線である。図の如く O/K3，PH2両者に何等の相関を認

めず， 正常人の PH 差は 3.6~5.3 の間にあり 3 症

例を含む病的尿の PH は 3.8~5.9の聞に分散し多少

病的尿に於て溶性の方向にあるも両者に有意の差なく，

O/K，よりみるに病的尿は最低 25より最高 260に達一し

癌症に於て最高を示しつぎに術後，肺結核のIi慣となり，

正常人との聞に大きな差が認められる。

× × × 

以上の如く O/K3値は結核症を対象とした場合尿

量， Cl排出及濃度或は PHに対し直接の相関をしめさ

ず生体の Vitalityの衰微，病状の進行する結核症時に

癌症に於て高値を示すを認められたが，次に旧法 O/K

及。/K2と本 O/K3につき結核症を対象として両者を

比較するに図 25~28 の如くなり，

150 

K3 
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50 

図 25は結核症 178例(軽~重症〕を対象とし O/K 25 

とO/K3の相聞に於て処理したものであるが，この場合

参考として本図に正常ノ、援眠時尿(34例〉を掲げであ

る。図にみる如く O/Kよりみるに正常値の最高は約23

のところ (A線〕にあるが本最高値をよ廻る結核症のし
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正常入札肺結核患者尿，胸成手術後尿並びに重応癌

患者尿を対象とせる O/Ks1I直と pH2の相関
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図 24

E常人bR， 肺結核患者尿，胸成手術後尿並びに重症癌

患者尿を対象とせる O/Ks1I直と pH1の相関
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図 25 1E常人尿並びに肺結核患者奴を対象とせる

O/K3値と O/K値の相関
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図 26 正常人尿並びに胸成手術後長誌を対象とせる
O/K3値と O/K値の相関
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に於て処理したものであるが，前述(図25，26)と略同
様な結果が得られた。即ち図 27に於て前図同様 0.6μ
の正常人最高値をすぎる縦線，横線を以てその面積をみ
るに， O/K2からした場合 0.6μ の正常最高値 38を
すぎる 0.8μ の結核症の占める面積はそれ以下の占め
る面積の比に於て 1: 2となり， O/K3よりした場合正
常最高値 43をすぎる結核症の占める面積はそれ以下の

面積の比に於て 1: 3.5となり，即ち O/K3に於ける結
核症の外廓の分離は O/K2のそれに比して大となり，

図 28に於て同様， O/K3に於ける手術侵襲の外廓の分
離は O/K2に比し迭に大であった。
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図 27 IE常人奴並びに肺結核患者尿を対象とせる
O/K3値と U/K2値の相関
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応の度を客観的に把握する方法"をさすことになるが，

衆知の如くかくの如き名の下にある方法は未だ我々は保

有しおらず，ただ勝沼7)のいう幾多の方法が疲労検査法

の名の下に存在していた。氏の言をかりるまでもなく，

それ等は“現在既に疲労してし、る生体の疲労の原因を検

出する方法をさし，決して疲労の度を表示する方法にあ

らず"としている。

現在疲労なるものを如何に解釈しているかというに

既に緒言脚註にのべた如く，疲労の研究なるものは筋肉

生理学にそれを発し，疾病の予防のための疲労の対策に

労働疲労，スポーツ疲労の研究が行われている以上，そ

の疲労なる言葉の解釈もその範囲のものとなり，常に疲

労を疾病より切り離して取扱っている。即ち“或る程度

以上の肉体的或は精神的作業の結果として兵の作業又は

他の作業に対する能率が低下する現象を疲労現象と云

い，この場合作業能率の低下と共に自覚的並びに他覚的

に色々な症状を出現して，それが一定の休養後に軽減又

は消失するものを疲労症状と云い“本人の自覚すると

しないとに関係なく体内に疲労の状態が進行し，本人が

その心身の異和を感じ出した時には既に健康状態を維持

する生理的機能系間の均衡が破れ，それが最早数夜の休

息，数日の休養によってもその快復が困難になった状

態"を過労の状態と称してここにこれ等疲労，過労とい

うものから“その状態なり症状なりが更に進行した疾

病"を切離して考えている。

しかしかかる考え方は必ずしも富を得ているとはか

ぎらず，生体を健康なるそれより死にいたるそれまで引

延し考えるならば，疲労なるものを安田教授の言をかり

まるでもなく“個体細胞の機能くVitality)の低下"と

定義し得る。

健康なる生体に於てその Stressの度に応じ，時に

死の転帰をとるものであり疲労を疾病より切りはなし取

扱うことは困難であり，疲労を生体に負荷される Stress

の度に応じて考察することが必要と考える。即ち疲労疾

病を通じての共通せる因子を把握し行くところに疲労研

究の方向があり，ここに上記の定義も必要となり又その

測定法確立の方向もあると考える。

H. Se1yeは Stress説を樹立 Stressの度を副腎

の肥大胸腺の萎縮腸管の出血よりしているが，それは実

験動物にとどまり人間に於てそれを観察することは到底

困難なところである。人間に於てそれを観察するとした

ならばそれは血液，尿の如きものにかぎられ，それを通

し今のところその Stressの度即ち人間の健康な状態よ

り死にいたるまでの負荷の度を客観的に把握する方法を

有していない。時に我々は血中の eosino細胞数，或は

正常人尿並びに胸成手術後尿を対象とせる

O/Ks値と U/K211直の相関

20 100 

以上余は昭和 24年当教室に於て発表された一種の

酸化係数としての u/K法に始まり， U/K2特に u/Ks

にまで至ったそれ等尿係数につき，批判検討を加えるべ

く広く結核症を対象(延べ被検者約 170名，採尿回数

700回〕とし，上記尿係数と同時に尿量，尿中クロール，

尿中燐酸，尿 PH等を測定，余等の観点よりそれ等に

特殊なる統計法を施し研究をすすめてきた。

緒言にも述べた如く余等の目的とするところは生

体，特に人間を対象とする Vitality測定法の確立にあ

るが，それを言い換えれば物質代謝機能測定法，疲労測

定法ということになるが，それは“生体のあらゆる環境

下に対するその瞬間に於ける生体の個体全体としての適
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尿中の stroid量の測定によりてそれが可能と考えるが，

それは大いなるあやまりであり，上記の疲労はその

eosino細胞減少時にも増多時にも，或は尿中 stroidの

減少，増量時にも即ち副腎機能上昇時にも低下時にも同

様に存在することをもってすれば明であろう。

然らば上記代謝機能測定法なるものは如何にあるべ

きかと云うに，それに就ては既に西風3)の述べたところ

であるが，その第一の条件はその方法のよってきたる物

質(或はその物質の集団)が体内の一定臓器，或は一定

の機能系に直接関係し亡はならないことである。換言す

ればそれがある一定の臓器或は機能系の検査法，診断法

であってはならず，その Stressの肉体的，精神的の如

何を聞はずそれにより生体が如何なる方向えでも兎角歪

みを生じた場合，その反応が常にeなら θの方向に，
@なら@の方向にその値を示す必要がある。次にその

方法が生体にかかる Stressと共に上昇(或は下降)を

示すことである。

従つである方法についてそれが上記疲労測定法とし

てどの程度まで使用し得るか否か，それに検査を加える

ためには先づその反応が上記のいう所謂非特異反応であ

るかを確認した後，それが非特異性反応を保持している

場合，次に始めてその方法を健康な生体より死亡直前に

あるそれにまで適用し，そこにその適用範囲が決定され

ることになる。

さて次にその疲労測定法と目されるものにつし、て実

験上如何にして検討を加えて行ったらよL、かと云うに，

西風によればそれには二つの方法があるとされている。

一つは生体に対し可及的性質の異なる実験的因子例

えば STAと ACTH，或は N ホルモンと Cortison

の如きそれを別個に生体に加え，それによる反応の現れ

方に就てその因子の量的割合に於てその方法に検討を加

え，然る後疲労の進行，疾病の進行とそれが如何なる関

係があるかを研究し更に死亡直前の生体にそれを適用，

その適用の範囲を定める方法と，他の一つはその方法に

疲労測定法によらず初めより確められる方法，実際には

現在我々が保有する殆ど総ての方法がそれに包括される

が，例えば尿PH，尿尿窒素及燐酸の如き既知の物質をそ

の方法と同時に測定し，両者の相関に於て種々なる条件

下の生体に適用検定されるべき方法のそれ等と直接な相

関を有しないこと換言すればそれ等の方法と或る時には

@或る時には θの相関を示し，且つそれ等の条件下に

ていしたそれぞれの値を一括し縦横の相関に於て処理し

両者に相関少きを認めた後，それ等の条件下に於ける疲

労の度(疾病の進行の度)に於てその検定されるべき方

法による反応値が)1自に配列されているかを観察する方

83 

法，換言すれば例えば上記尿 PH，尿窒素，尿燐酸に対

し直接の相関を有しないこと，すなわちその方法の生体

の alkalosis，acidosis陥入或は蛋白代謝の衰微，冗進時

を聞はず，生体に代謝の異常がみとめられる場合その方

法によりていする反応値が一定方向にあることを認め，

さらにその Stressの度との相関に於て研究を進める方

法の二つがあると考えられる。

著者はこの場合第2の方法を採用し研究をすすめた

ことになるが，既に記した如く著者は結核症にその研究

の対象を求め，尿係数く0/K，0/K2，特に 0/K3) 測定

の対照測定物質〔或は反応〕として尿量，尿中クロール，

尿中燐酸， 尿 PHにそれを求め， それ等の結果に対し

特殊なる統計処理 (overlappingmean法〉を施し次の

結果を得た。

I 尿係数 O/Kと結稜症

図 2~6 にみる如く結核症をその研究の対象とし上

記尿係数 O/Kを測定， 同時に尿量(1時間値)， 尿中

CI 排出量 (mg per hour)， 尿中 CI濃度 (mgper 

100cc)，尿燐酸偵 (ccper hour)，尿燐酸値濃度 (ccper 

100 cc)等を測定し， それぞれの相関に於て overlapp-

ing mean去により統計的に処理しその結果を得たが，

図 2~6 にみる如く O/K 値はそれ等の尿生機物質に直

接の相関なく， A常人のそれとの比較に於て高値をしめ

し，ここに O/K法の疲労測定法としての性格を有する

をみる。

註 この場合結核症に於て正常人に比し O/K債の高

値をしめしたその原因を分子をなす Vakat-O(0) 

(mg per hour)と分母をなす総沃度酸値 (K)(mg

per hour)に求むれば，図 1の如くなり Vakat-O

(0)よりみた場合E常人と結核症問の有意の差がみ

とめられず， KfJ直に於てそれが認められ結核症特に

その重症のものに於て有意の低値を示すをみとめら

れる。周知の如<Vakat-O (0)は尿中に排出され

る不完全酸化物を漠硫酸酸性の下に一定の酸化剤に

て酸化し，それに要する酸化剤の量より求められた

酸素消費量 (mgper hour或は perday) をいう

のであるが，従てコてとれにより尿完全酸化物の概量

を表示し得ることになり，理論的には生体が負荷の

状惑に陥りその酸化機転に歪みを生じた場合上昇す

るものとvうことになるが，実際には図 1の如〈む
しろ下降をしめている。これは恐b<結核患者のiE

常人に比する食飼摂取の減少に帰因するものと考え

られるが，西風3)はスポーツ疲労の研究(宮様スキ

ー大会に於で行われる 20km中距離競走，所西時

間時1間半乃至2時間)に於て，その競走直後の尿

の Vakat-O(0)値のその対照に比し低値を示すを

みと占うているが， この場合その原因が腎機能にy.帯す

ることが出来るが，む、づれにしても Vakat-Oをも

フて主主体内で行われる酸化の良否を窺ぃ知ることが
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困難であると考えられる。

註西風3)は O/K1i直の蛋白の過剰或は過少摂取下の

生体に於て，板端なる anabolic相に陥入してむ、る

生体(IE常乳幼児〕に於て， -f重の emotionalstress 
下にある生体(医師国家試験時の生体13))，極端な

carabolic相にある生体(火傷)に於て高債をしめ

すをみと占うているが， これ等は O/Kl'去が生体の特

定の臓器或は機能系に帰国せざることを示すもので

あり，余の研究の裏付けとなり得るものである。換

言すれば余の研究に於て O/K値は生体の水分代謝

機能の衰微時充進時を問わず，又塩類代謝のそれの

衰微時尤進時をとわずその生体の Stress下にある

場合この場合結核症)，正常イ直に対し高値を呈する

ことになり， O/K法に余等のν、う非特異性(上記〕

反応を芸弘、知ることが出来る。

II 尿係数 0/区2と結緩症

以上の如く総沃度酸値 (K)は結核症の進行と共に

減少を示し， Vakat-O (0)の有意の減少をみとめざる

ところより，両者の O/K北値の結核症に於て正常人に

比し有意の高値を示すを認め，西風は同尿係数改善の方

向を同総沃度酸f直 (K)におき，それを第1沃度酸値

(K
"
放置沃度酸値ともいう〕と第2沃度酸値 (K" 煮

沸沃度酸値ともいう・..・本僚は実際には総沃度酸f直(K)

より上記第1沃度酸値 (K，)を控除し求められる)に分

け，上記目的に沿う物質の解明にあたっているが，既に

稲垣ト11)は外科領域に対して適用し，斎藤(辰)1)は産業

疲労野崎，中山4)は結核症にそれを適用し K2にそれ

があることを認め，平J也，中川12)は結核症を対象とした

に対すると同様それ等物質に対し何等の相関を示さず，

0/K2偵の結核症に於て正常人のそれに比し高値をしめ

すをみる。この場合分母をなす K2は Vakat-Oに比較

し尿 CI値16 尿燐酸17)fこ対し相関無く且つ尿量と尿 CI

の@の相関18) 尿燐酸の尿量I9〉，尿 CJ20)の相関無きと

ころより， 0/K2法の O/Kに比較しより疲労測定法と

しての性格を有するを窺われるが，更に図 7，8につい

てみればそれが明なものとなる。

図7は結核症を対象として 0/K2伎と同時に O/K

偵を測定したものであるが， 0/K2法と O/K法をここ

に比較するに， O/K法よりみた場合正常人の最高値約

23をすぎる結核症のすぎる面積，換言すれば A線を境

としそれを越える結核症のしめる面積はそれ以下の面積

の約3倍にすぎないが， 0/K2法よりみた場合正常人の

最高値約 34を越える結核症のしめる面積 (B線を越え

る面積)はそれ以下の面積の約 10倍となり，ここに

0/K2 法の症例分離能がよりよく代謝機能測定法として

優れてし、ることが窺われるが，同様なことが図8の胸廓

成形術後患者(術後 48時間まで)を対象とせる 0/K2

法と O/K1去の比較に於ても窺われる。即ち O/K法よ

りみた場合その正常値約 23を越える (A線を越える〕

術後患者の O/K値のしめる面積はそれ以下の百積の約

20倍であるが， U/K2よりすれば正常人の最高値約 33

を下廻る手術患者のしめるそれが見出されず， ここに

U/K2法の O/K法に比較し代謝機能測定法としてより

すぐれたものであることが窺われる。

場合， K，は K2とことなり Vakat-Oと@の相関を示 III 尿係数 0/K3法と結稜症

し， K2反応物質のの K，のそれに対し質的にその物質 更に余は尿係数に改良が加えられた 0/K3に対し

の趣きをことにすることを報告している。 結核症を対象とし批判検討を加えてみたが，第3沃度酸

従って余は 0/K2i去をここにとりあげ，結核症を対 値 (K3)とは溶性有機劃分沃度酸値とも云われるもので

象としてその方法に批判検討を加えてみた。 あり，本値は総沃度酸値 (K)のー劃分であり，尿をー

図 9は 0/K2 と同時に測定された尿量との相聞を 種の除蛋白剤である燐タングステン酸にて処理し，それ

示したものであるが，0/K2は尿量に対して何等の相関 により沈澱する尿生機物質の沃度酸値であり，実際には

をしめさず，且つ 0/K2値の結核症に於て正常人に北し 総沃度酸値 (K)とその燐タングステン酸漉出劃分の沃

高値をしめすを窺われる。この場合平池，佐々木凶並び 度酸値 (Kpa'ー-本値は近野，西垣氏の血清沃度酸値に

に中山等15)のそれぞれ結核症を対象とするVakat-O(O) 相当するものである〉を測定両者の差より求められるも

ど尿量 K2と尿量との相関に関する研究に於て Vakat- のである。本沈澄劃分には無機質として Ca，Mg，アン

0く0)の尿量に対し@の相聞をしめし K2の尿量に対 モニア等があり，有機物質として比較的鴻性の強い

し直接の相関を有せざるところより余の研究に於げる amino-化合物がこれに合まれることになるが，勿論こ

0/K2の尿量に対し相関を見出し難いのは分母をなす の場合沃度酸は後者に本反応することになるが，かくし

K2にそれが帰国するものと解される。 て求められた第3沃度酸値 (K3)と Vakat-O(0)との

図 10~13 はそれぞれ 0/K2 値に対する CI 排出 比が現在新尿係数と云われているものであるが，斎藤

量並びにその濃度，燐酸排出量並びにその濃度の相関を く辰)1lは本法を産業疲労研究に西風，横山21Jは寒冷疲労

図示したものであるが，図にみる如く 0/K2値は尿量 の研究に又野崎2) 北村田，竹内5)はそれを外科領域に適



用しているが，余は以上の如く広く結核症を対象とし本

法に批判検査を加えてみた。

図 14は結核症を対象とし， K31ilえと同時に尿量を

測定しそれを統計的に処理したものであるが，図にみる

ごとく K3値は尿量に対し直接の相関を有せず、旦つ結核

症に於て正常人のそれに比し低値をしめしている。換言

すれば K31iB:，尿量間に何等の相関を見出し難く尿量に

於ては正常人と結核症に於て有意の差を見出し難いが，

K3値に於てそれが見出され正常人に比し:有意の低値を

示している。

野崎2) 植竹22う北村6) 竹内5)等は手術侵襲(胸既

成形，肺葉切除)の研究にさいし K3値を測定したが

その場合 K3 値は子術直後 (O~3 日)下降し次第に快復

するをみとめているが，この場合尿量も本イ直と略平行し

浮沈をしめ，ここに尿量と K311直に於て@の相関をみ

とめているが，一方西風，横山20等は寒冷疲労の研究に

於て睡眠時宿舎内温度の下降に略平行してγK3値の下

降するを認めているが，同時にその温度の下降と共に尿

量の上昇するを認めている。換言すれば上記野崎，植

竹，北村，竹内等と異り，この場合 K3値の尿量に対し

θ の相関をみとめている。即ち余の結核を対象とする

結果に於ては K3値と尿量の間には何等の相関を見出し

難く，野崎等の手術侵襲を対象とする場合にはそこに@

の相関が見出され，西風等の寒冷疲労を対象とする場合

には θ の相関が見出されることとなるが，これは要す

るに K3値が直接水分代謝に関係なく，生体に負荷され

る Stressの量に関係Lそのと昇と共に K3値が下降す

ることにあるものと考察したし、。

図 15は同じく結核症を対象として K3値と尿中

CI 排出量との相関についてみたものであるが，図の如く

正常人を含めみた場合両者に直後の相関を見出し要11'く，

ただ結核症につL、てみた場合両者に@の相関が認めら

れる。これは疾病の進行に伴い食餌摂取(クロール摂取〕

が減少しここに塩類代謝にもその代謝の衰微をきたした

ために尿中クロールのそれに伴い減少し，それがその生

体の Vitalityの減少に伴い下降をしめす K3値と見かけ

の@の相関を示したにすぎないと考えたし、。

次に図 16に於ける K3伐と尿 CI濃度との相関に

ついてみるに図の如く両者に何等の相関が見出し得な

L 、。

竹内5)は胸廓成形術後に於て尿中 CI排出量並びに

濃度，血中クロールは共にその補液の種類を聞はずその

有意なる下降は術後 24~48 時間にあり，その直後には

認められないとし，その時同時に測定された K3値は直

接に大きく下降し漸次快復することをみとめている。
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H. Selyeは血中クロールの低下はショック相に一致す

ると云っているが竹内の研究からは必ずしもそうとはな

らずその低値は術後 24~48 時間にみとめられることに

なり直後にはむしろそれに比し高値をしめしたことにな

るが，いづれにしても竹内の研究は直接の K3値の下降

を除けば K3伎は血中クロール，尿中クロール，排出量，

尿クロール濃度と@の相関をしめしたことになる。そ

れに反し余の研究に於ては K3値のそれ等に対し直接の

相関をみとめ得ないのは K3偵の上記余等のし、う非特異

的反応なることを意味すると見倣して差支えなかろう。

註 この場合 K311直と同時に測定された Vakat-O(O)

と上記bR量， CIとの相関をみるに図 17，18， 19の

如くなり Vakat-Oは尿量，尿 CI排出量に対し@

の相関をしめし， CI 濃度に対しでは何等の相関を

みとめ得なu、。何 Vakat-Oよりみた場合 Kd直の
それとは異り結核犯とE常人のそれとの問に有意の

差を認め得なかった。

次に同結核症を対象として Vakat-O(0)と K3と

の比， 0/K3値の尿量，尿 CI排出量，同濃度との相関

をみるに図 20~22 にみる如く 0/K3 11直のそれ等に対し

直接の相関をみとめず， 且つ図 23，24にみるごとく

0/K3の尿 PHに対し同様に直接の相関を認められな

L 、。

註 PH1は原尿の PHをさし， PH2は原尿に中性ホ

ノレマリンを作用させた時の PHをむ、うがこれは尿

中の燐酸の濃度に大きく影響される PHである。

ここに 0/K3法は生体の水分代謝塩類代謝，並びに

酸塩基平衡の如き生体の特定の臓器，特定の機能系の代

謝の盛衰に直接関係するものでなく上記代謝機能(Vita-

Iity)測定法としての性格を有していることが明となっ

たが，さらに本値につき旧方法としての O/K法， 0/K2

法と比較してみた。

図 25は結核症を対象として， 0/K3法と同時に測

定された旧尿係数 O/K法との比較であるが，図にみる

如く O/KよりみるにE常最高値約 23を越える (A線

をこえる〉結核症の占る面積はそれ以下の面積と略同様

であるに反し， 0/K3側よりすれば正常最高値 44を越

える (B線をこえる)結核症のしめる面積はそれ以下の

面積の約4倍となり，図 26にみる手術後患者を対象と

する場合にはそれが更に明なもものとなり，

又 0/K3値と 0/K2値を同一サンプルについて比

較した図 27は結核症，図 28は胸廓成形手術を対象と

したものであるが O/Kと同宇奈， 0/K3は 0/K2よりそ

の分離能はよく， 0/K3は O/K，0/K2に比し代謝機能

測定法として優れたものといえよう。
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結 論

余は昭和 24年当教室で創案された一種の酸化係数

としての O:K北 (O/K)にその疲労研究の方向を見

出し，疲労測定法求明の一環としてこれに改良が加えら

れた 0/K2法，特に 0/K3法につき肺結核症， 胸部外

科術後患者並びに重症癌症を対象とし，批判的研究を行

い，次の結果を得た。

1) それら尿係数特に新法としての 0/K3法は同時

に測定された尿量，尿中クロール量(並びにその濃

度)，尿燐酸値(並びにその濃度).尿 PHに対し直接

の相関を有せず，生体に負荷される Stressの進行の

度に応じ上昇することを認めた。即ち 0/K3値の正常

値は 21.9:t4.08なるも，それが結核症に於ては 150

より 25の聞に分散，重症癌に於てはそれが特に甚し

く230より 70の間となり， I日方法としての O/K法，

0/民法に比し遥かに症例分離が優れ，人聞を対象と
する Vitality測定法として望しい方法と信ずる。

2) 上記尿係数特に新尿係数 0/K3の以上の如く他

の尿生機物質(或は反応)に対し，直接の相関を示さ

なかったのは，その分子を構成する Vakat-O(0)値

にあるのではなく，分母構成因子としての第2沃度酸

値 (K3) 特に第3沃度酸値くK3) にあった。

3) 且つそれ等沃度酸値，特に第3沃度酸値 (K3)値

は生体(人間〉の Vitaltyの低下と略平行し，減少す

るのをみとめた。

掬筆に際し御指導，御校閲を賜ヲた恩師安田教授に

満腔の謝意を表すと共に，研究に際し直接御指導，御助

言を賜った北大結核研究所西風助教授に深謝の意を表す

る。
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